
平成 26年度 第 1回四国森林管理局国有林材供給調整検討委員会
[議事概要]

1 日時
平成26年 9月 25日(木) 13:15'"'-'15:10 

2 場所
四国森林管理局 2階 大会議室

3 議題
( 1 )四国森林管理局管内における製品の需給及び木材価格動向等について
( 2 )現状及び今後の取組等について

4 議事概要
【検討委員会の検討結果]

データから算出された指標等からは、通常の変動の範囲を逸脱したような木材
価格変動は見られない。
各委員からは、

本年度はじめには駆け込み需要後の反動で価格は下落したが今は落ちってい
る。

台風災害による公道 ・林道の被害により出材に影響が出ており、復旧を急ぐ
必要がある。

木材流通は、大型製材工場やバイオマス発電の建設に伴い変わってきている。
製材工場の大型化に伴い需要も大型化しており 、生産や路網にかかる大型イ

ンフラの整備が必要となっている。
等の報告があった。
従って、国有林としては、今後も市況動向等を注視しつつ木材の安定供給を行い、

価格の安定、需要の開発、地域の振興に向けて努めるとともに、現時点では、国有
林材の供給調整を行う必要はないと考えられる。

{主な意見1
0県

高知県における台風 12号及び 11号の被害状況として、大豊町での地すべり被
害応急措置として伸縮計を設置、その他の地域については調査中、治山・林道は多
くの箇所で災害が発生している状況。また、作業道においても多数被害が発生し
ており国費や県単の経費により早急対応を行っている状況である。また、立木被
害が出ており、特に高知県の西地域(四万十町)で 50ha程度の風倒被害が発生して
おり手当てを して行く こととしている。
また、CLT建築推進協議会では、県内 3カ所での建築プロジェクトを立ち上

げ、来年度建設に向け進行中。

0川上
・県内共販所(県森連)での今年度取扱量は 28万m3を目標として 7月末で 10.6万
m3(昨年 8.8万 m3)と順調であったが 8月台風災害により 2ヶ月出荷減となってお
り達成が厳しい状況とはなってきているが、出荷の早期回復に努めている。
・バイオマス発電(土佐グリーンパワー)については、燃料用の木材を m3当たり 8
千円で購入することで公表 している。(樹種 ・含水率等問わない)
. CLTによる県森連ピル建設については、設計が来月頃より始ま り年明けに着工

予定。




